








展示資料
高校生のための
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㉕　東海道　浮世絵

㉗　関所手形
　箱根関所は関東の出入り口として最重要の関所に位置付けら
れて厳重に警備された。人びとの手形改めをおこない、江戸へ
の鉄砲の持ち込みと、大名の妻子の逃亡を防ぐために「入り鉄
砲と出女」を厳重に取り締まった。鉄砲改めは後には新居関所(静
岡県湖西市 ) でおこなうようになり、箱根ではもっぱら「出女」
の取り締まりを行った。

㉖　相州小田原の絵図

㉘　相武の名所　浮世絵
　名所とは、「名のある所」の意味であったが、
江戸時代には景勝地や旧跡などを指す言葉になっ
ていた。相武の地には、景勝地として名高い金沢
八景、古い歴史を誇る鎌倉、湯治場として知られ
る箱根、霊地として信仰を集めていた江ノ島や大
山など、バラエティーに富む名所があった。江戸
近郊の遊山の地として多くの人びとを集めた。

　宿場の第一の役割は伝馬役を勤めることであり、
そのため人馬の常備が義務付けられていた。宿場に
は問屋場がおかれ、宿役人が、公用書状の継ぎ送り
人馬を継ぎ立て助郷賦課（すけごうふか）などの業
務をおこなった。宿泊施設は、大名や公家、公用旅
人が泊まる本陣・脇本陣、一般の旅人が泊まる旅籠
や木賃宿があった。

　小田原藩は、稲葉正則の時代に藩政の整備が進ん
だ。小田原城の再建もすすめられ、寛永９年
（1632）からおよそ 50 年間にわたって大改修され
た。城下町も再整備され、東海道に面した地区を町
人地とし、それを取り囲むように武家地が配された。
宿場の中心地には本陣や脇本陣、問屋場、高札場な
どが設けられ、大小の旅籠 (はたご )が軒を連ねた。

㉚　五人組帳・宗門人別帳
　江戸時代の村は、村役人（名主、組頭、百姓代）
を中心にした行政的組織で運営されていた。領主か
らの命令の伝達や年貢諸役の割り当てなどは、この
運営機構を通じておこなわれた。その他に「組」や「講」
とよばれる小地域単位の組織もあった。「五人組」は
年貢の納入や治安維持の連帯責任を負うなど、支配
を補完する組織であったが、「講」は共同作業や冠婚
葬祭などで、互いに協力し合うものだった。「村八分」
という制裁は、小地域単位の組織からも付き合いを
断絶されるものであった。

㉙　所領分布図
　天正 18 年（1590）徳川
家康は江戸の防備を考慮し
て領国経営を始めた。神奈
川県域では小田原城に腹心
の大久保忠世を入れ、その
他の地域は大部分を直轄領
と旗本領とした。享保７年
（1722）に金沢藩（六浦藩）、
天明３年（1783）には荻野
山中藩など、新たな藩領も
生まれたが、基本は江戸時
代を通じて変わらなかった。

㉛　キリシタン禁制の高札
　幕府や藩は施策の公布やその周知
徹底をはかるため高札を掲げた。江
戸時代を通してさまざまなものが出
されたが、村では、放火犯の密告を
奨励する｢火札｣、徒党・強訴・逃散
を禁ずる「徒党札｣、キリスト教禁止
と隠れキリシタンの密告を奨 (すす )
める｢切支丹札｣の３枚が基本であっ
た。高札場は村や宿駅の中心部に設
定された。

33　江戸時代の旅道具
　江戸時代の旅は、身分の高い者を除けば、
徒歩での移動が基本であった。そのため旅
道具は携行に便利なように小型化、軽量化
が工夫された。脚半、足袋、浴衣などの衣
類は小さな行李に入れて担ぎ、その他の携
行品も雨具や防寒具、薬・煙草入れや小物

32　神奈川の物産
　様々な産物に恵まれた相武は大消費地江戸の
需要を支えていた。とりわけ蔬菜 ( そさい ) や
果実、水産物などの生鮮食料品の供給地として
重要な地域であった。初鰹や鮎は将軍にも献上
された。この他、建築資材とし重用された根府
川 ( ねぶかわ ) 石、小田原藩から将軍家献上と
なった青苧 ( あおそ )、愛甲郡 ( あいこうぐん )
半原 ( はんばら ) の絹糸など、名産として江戸
までよく知られた産物も少なくない。

入れ、弁当箱、手ぬぐい
や風呂敷、袋類、提灯、
旅案内書等、必要最小限
の物に限られた。
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